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 計画平面図　S=1/400 



外 面 内 面

外 面 内 面

背 面 前 面

ソケット

1
47
.5

2
00
0

14
7.
5

11
0

5
00

10
00

50
0

1
10

16
0

1
50
0

1
60

1
82
0

150

1
50

5001000500

16
0

1
82
0

1
60

110

2000

dehaアンカー2t×85(同等品)

脱型用・施工用吊りアンカー×4個

140 1500 140

1780

σsa=

コンクリートの許容曲げ圧縮応力度 σca=

コンクリートの設計基準強度

鉄筋の許容引張応力度

活 荷 重

土 被 り

鉄筋コンクリートの単位体積重量

土の単位体積重量

土 圧 係 数

σck= N/mm２

N/mm

N/mm

40.0

14.0

160

T - 25

H = 0.20 m

γc = 24.5 kN/m

γt = 18.0 kN/m

0.50Ko =

２

２

３

３

100

1401500

1780

140

1
50
0

正 面 図　S=1/15

平 面 図　S=1/15

側 面 図　S=1/15

2
0

5

高弾性接着剤

20×35

バックアップ材

10×40

BOX内面

30
2

15

φ
50

344

475

52

103

5

TBジョイントバー

L=100

ソケット

コーキング部　詳細図　S=1/1 接合部詳細図　S=1/1

※施工時のみ使用

110 JL-Pインサート110
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平座金 M16用

12×75×75×75
（φ18穴　2箇所）

連結金具（アングル）
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連結ボルト M16×380
（両ネジ50mm）

G01 RCボックスカルバート（TB30仕様）1500B×1500H×2000L

※RCボックスカルバートは前田製管(株)同等とすること。


